
　
Ｊ
リ
ー
グ
ガ
ン
バ
大
阪
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
な
る

サ
ッ
カ
ー
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
が
万
博
記
念
公
園
内
に
建

設
さ
れ
た
。「
サ
ッ
カ
ー
を
純
粋
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
の
ス
タ
ジ
ア
ム
を
つ
く
り
た
い
」と
い
う
夢
が
具
現

さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
収
容
人
数
二
万

の
老
朽
化
が
著
し
い
陸
上
競
技
用
施
設
で
あ
り
、ガ
ン
バ

大
阪
に
と
っ
て
国
際
基
準
の
サ
ッ
カ
ー
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム

の
建
設
は
悲
願
で
あ
っ
た
。そ
こ
で
考
え
出
さ
れ
た
の
が

き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
。ま
ず
、発

注
者
で
あ
る「
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
募
金
団
体（
関
西
財

界
・
日
本
サ
ッ
カ
ー
界
・
ガ
ン
バ
大
阪
）」が
民
間
よ
り
一

四
〇
億
円
の
資
金
を
募
っ
た
。大
阪
商
人
の
心
意
気
を

頼
み
と
す
る
だ
け
で
な
く
、ふ
る
さ
と
納
税
制
度
も
活

用
す
る
な
ど
市
民
も
募
金
し
や
す
い
工
夫
が
さ
れ
た
。

七
二
一
社
、三
四
、六
二
七
名
の
浄
財
を
も
と
に
大
阪
府

の
所
有
地
に
建
設
さ
れ
た
ス
タ
ジ
ア
ム
は
吹
田
市
に
寄

贈
さ
れ
、そ
の
運
営
を
指
定
管
理
者
と
し
て
㈱
ガ
ン
バ

大
阪
運
営
が
四
八
年
間
契
約
で
担
っ
て
い
る
。

　
Ｃ
Ｍ
と
し
て
安
井
建
築
設
計
事
務
所
が
建
設
事
務

を
支
援
し
、二
〇
一
〇
年
に
指
名
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
設

計
施
工
者
が
選
定
さ
れ
た
。し
か
し
、東
日
本
大
震
災
に

よ
る
建
設
物
価
の
上
昇
、ガ
ン
バ
大
阪
の
Ｊ
２
降
格
に
よ

る
寄
付
の
低
迷
な
ど
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
存
続
が
危
ぶ
ま

れ
た
が
、関
係
者
の
思
い
は
一
層
強
い
も
の
と
な
り
、そ

れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
ガ
ン
バ
大
阪
も
Ｊ
１
復
帰
、

三
冠
達
成
を
果
た
し
、募
金
団
体
設
立
か
ら
五
年
半
の

歳
月
を
か
け
て
ス
タ
ジ
ア
ム
の
完
成
に
漕
ぎ
着
け
た
。

　
財
源
を
税
金
に
依
存
し
な
い
た
め
選
択
と
集
中
が
明

確
で
、「
観
客
が
サ
ッ
カ
ー
を
最
高
に
楽
し
め
る
こ
と
」と

「
運
営
者
の
維
持
管
理
を
最
小
と
す
る
こ
と
」が
徹
底

さ
れ
た
。観
客
席
は
最
前
列
か
ら
タ
ッ
チ
ラ
イ
ン
ま
で
七

㍍
と
選
手
の
息
づ
か
い
が
聞
こ
え
る
臨
場
感
あ
ふ
れ
る

も
の
で
、四
周
の
観
客
席
を
複
層
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

平
面
を
最
小
化（
国
内
同
規
模
事
例
の
約
六
割
）し
て
い

る
。ま
た
、四
万
席
を
覆
う
屋
根
は
斜
め
方
向
を
主
架

構
と
す
る
３
Ｄ
ト
ラ
ス
と
屋
根
免
震
を
導
入
し
約
四
割

の
軽
量
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、屋
根
レ
ベル
を
低
く
抑

え
雨
や
日
照
の
影
響
を
最
小
化
す
る
な
ど
、コ
ン
パ
ク
ト

化
が
貫
か
れ
て
い
る
。

　
観
客
動
線
も
明
快
で
、コ
ン
コ
ー
ス
は
全
周
を
巡
り
、

ス
ム
ー
ズ
な
入
退
場
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、四
万
人
が

八
分
間
で
避
難
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、観

客
席
の
中
段
に
は
二
、〇
〇
〇
席
の
バ
ル
コ
ニ
ー
シ
ー
ト

を
も
つ
Ｖ
Ｉ
Ｐ
エ
リ
ア
が
あ
り
、多
目
的
な
利
用
を
想

定
し
た
ス
タ
ジ
ア
ム
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
が
期
待
で
き
る
。

　
基
礎
を
含
む
躯
体
の
大
部
分
の
Ｐ
Ｃa
化
に
よ
り
六

カ
月
の
工
期
短
縮
を
果
た
し
、大
規
模
建
築
の
特
性
を

活
か
し
た
環
境
技
術
の
採
用
に
よ
り
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ 

Ｓ
ラ
ン
ク
、Near
ly
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
実
現
し
て
い
る
。さ

ら
に
外
装
材
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
レ
ス
を
め
ざ
し
て
長
寿
命

の
工
業
製
品
を
選
定
し
、躯
体
や
設
備
も
隠
す
こ
と
な

く
ミ
ニ
マ
ム
デ
ザ
イ
ン
を
徹
底
し
て
い
る
。そ
の
結
果
、一

席
あ
た
り
の
単
価
は
見
直
し
後
の
新
国
立
競
技
場
の

二
割
以
下
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
無
駄
を
極
限
ま
で
削
ぎ
落
と
し
て
い
く
姿
勢
は
、鍛

え
上
げ
ら
れ
た
ア
ス
リ
ー
ト
の
身
体
そ
の
も
の
を
連
想

さ
せ
る
。今
後
の
Ｊ
リ
ー
グ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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選
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後
藤
春
彦 

・ 

能
勢
修
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栗
山
茂
樹

構造体を活かした選手が肩を組むイメージの外観　太陽光発電504ｋｗを設置

どこからでもピッチが見えるコンコース

選
評

review

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク 

ス
タ
ジ
ア
ム 

吹
田

《2018年 第59回 BCS賞受賞作品》太田市美術館・図書館／高知県立高知城歴史博物館／コープ共済プラザ／新豊洲Brillia ランニングスタジアム／すみだ北
斎美術館／洗足学園音楽大学 Silvermountain＆Redcliff（e-cube）／空の森クリニック／高崎アリーナ／多治見市火葬場華立やすらぎの杜／立川市立第一小
学校・柴崎学習館・柴崎図書館・柴崎学童保育所／デンソーグローバル研修所・保養所「AQUAWINGS」 ／日本無線先端技術センター／パナソニック スタジア
ム 吹田／羽田クロノゲート／益子町地域振興拠点施設「道の駅ましこ」／［特別賞］名駅一丁目1番計画（JRゲートタワー、JPタワー名古屋）

BCS賞は、建築の事業企画・計画・設計、施工、環境とともに、供用開始後1年以上にわたる建築
物の運用・維持管理等を含めた総合評価に基づいて選考し、建築主・設計者・施工者の三者を表
彰する建築賞です。この賞は、1960年にはじまり2018年で59回を数えます。
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「世界標準のサッカー専用スタジアム」でサッカーを楽しむという夢を実現するプロジェクト
は、企画段階から募金・設計・施工と一貫して多くの人々の『熱い想い』で突き動かされてい
きました。
2015年に完成したスタジアムは、サッカー専用スタジアムならではの臨場感・最新のテク

ノロジーで来場されたすべての人に感動を与えています。また、日本にサッカーを社交の場
として楽しむ文化を創りたいという挑戦も年々定着しつつあります。
現在では、ガンバ大阪の試合のみならず、FIFA国際大会・天皇杯・皇后杯・日本代表戦
等も開催され、文字通り日本を代表するサッカー専用スタジアムのひとつとなっています。
これからもサッカーのみならず、スポーツ・健康・体力向上のシンボルとして地域に根ざし
た取組みを推進してまいります。

日本初『みんな』でつくるスタジアム

株式会社ガンバ大阪
代表取締役社長

山内隆司 Takashi Yamauchi

よ
り

M
essage from

 C
lient

募金と助成金のみで建設するという特殊なスキームの中で、サッカーを最高に楽しめる環
境と、コスト低減・工期短縮のための高い生産性、そして完成後のビジネスがうまく継続する
ための維持管理の容易性を兼ね備える建築が求められました。「コンパクトにつくる」という
基本方針のもと、早期から作業所との協業を重ね、あらゆる建築要素を最小化するプロセス
を経て、本当に必要な躯体と設備と少しの仕上材が残りました。これらを美しく整え、かつホ
ームスタジアムの独自性を表現することが計画の中心だったと思います。
コンパクト化によって密度の高い劇場的な観戦環境が生み出され、現在、年間40万人を
超える観客が訪れています。これからもガンバサポーターと地域市民に愛されながら、この
状況が続いていくことが最大の願いです。

大きな建築をコンパクトにつくる

株式会社竹中工務店
大阪本店設計部　設計第6部門3グループ　副部長

浜谷朋之 Tomoyuki Hamaya

設
計
者
よ
り

M
essage from

 A
rchitect

みんなの想いと技術の追求が生んだ世界に誇る劇場型スタジアム

株式会社竹中工務店
生産本部生産企画部　部長（当時 作業所長）　

松尾享 Susumu Matsuo

施
工
者
よ
り

M
essage from

 B
uilder 「募金でつくるスタジアム」として800人もの関係者・サポーターの方々が集まり、それぞれ

が描く夢を抱いてキックオフしたプロジェクト。工期、労務不足、コスト等の様々な課題に対
し、着工の１年半前から設計部門・技術部門・作業所が連携し、大幅な工期短縮や抜本的
な省人化の実現と機能面・安全面でも優れた構造形式・建築デザイン・設備方式のあり方
を追求しました。その結果生まれた明快で無駄のない大空間デザインに対し、施工段階で
は世界でも類のない基礎フルPCaや100tにも及ぶスタンド受梁の超大型PCa地組など、仮
設や労務を徹底的に排除した大胆な工法で課題解決に取り組みました。それを成し遂げた
のは着工時から少数精鋭で取り組んだ職人たちの匠の技の結集です。
改めてすべての関係者に感謝すると共に、今後もこの劇場で様々なドラマが生まれること

を楽しみにしています。

1. 国内最大級2000席のVIPエリアで新たなスタジアムビジネスを展開　2. 躯体と設備の露出を活かしたデザイン
3. サッカーの新しい体験を追求したコンパクトスタジアム　　　　　　  4. 集中力を高める選手ロッカー

21

43

● 建築主 スタジアム建設募金団体
● 設計者 ㈱竹中工務店
● 施工者 ㈱竹中工務店
● 所在地 大阪府吹田市
 千里万博公園3-3
● 竣工日 2015年9月30日

● 敷地面積　90,065㎡
● 建築面積　24,695㎡
● 延床面積　63,908㎡

● 階数　地上6階、塔屋1階
● 構造　鉄筋コンクリート造、鉄骨造

パナソニック スタジアム 吹田
計画概要

管
理
運
営
者
よ
り
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